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６月６日、川西幼稚園と成和保育園の園児約70人が、
大和川でアユを放流しました。この事業は、毎年この
時期に大和川水域河川漁業協同組合の皆さんがアユの
住める清流を取り戻し、園児たちに川や魚に親しんで
もらおうと実施されています。
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平成18年度住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を公表します

＊この公表は住民基本台帳法の一部が改正（平成18．11．1施行）されたことにより掲載するものです。
そのため、平成18年度は、平成18年11月1日以降の状況となります。

問い合わせ 役場住民福祉課　10745-44-2211（内線182）
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８
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催
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申出者の氏名 請求事由・利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

社団法人　新情報センター 治安に関する世論調査

事務局長　平谷　伸次 （附帯：時事問題） 平成18年12月11日 ・磯城郡川西町大字唐院43～

委 託 者　内閣府大臣官房政府広報室　世論調査担当 の対象者名簿作成 ・20歳以上の男女

内閣府大臣官房政府広報室長　谷口隆司
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平成18年度川西町次世代育成支援
行動計画の取組状況
川西町次世代育成支援行動計画の取組状況を公表します。
平成18年度は、従来から実施している事業を継続すると

ともに、町の新たな子育て支援の拠点となる子育て支援セ
ンターの開設に向けた準備室の設置、結崎小学校における
学校評価委員会設置及び学校評価シートの作成、結崎学童
保育所への警報サイレンの設置、危険箇所マップの作成・
全戸配布といった事業を実施しました。

基本目標　地域をつなぐネットワークの形成

基本目標　住民主導の地域活動の促進

基本目標　地域における子どもの居場所づくり

基本目標　子育て支援サービスなどの充実

１．地域が舞台の子育て環境の充実

施　策 取組状況
ちびっこ広場事業 いぶき子どもセンターにて実

施
出前広場の検討 結崎公民館にて移動ちびっ子

広場を実施
延長保育事業 成和保育園にて実施
一時保育事業 未実施
子どもセンターにおける一時 いぶき子どもセンターにて実
預かり事業 施
多様なニーズに応じた一時預 川西幼稚園（保護者の急用時
かりの推進 等）、教育委員会主催の子育て

に関する講座開催時に実施
子育て短期支援事業 養徳院、いかるが園、飛鳥学

院と委託契約継続
病後児保育事業 田原本町と協定継続
子育て相談の充実 保健センターにて実施
子育て支援センターの設置に 準備室を設置
ついて

基本目標　生きる力の育成

２．次代を担う人づくり

施　策 取組状況
基礎的学力の定着 小学校にて授業前の読書タイ

ムを設けるなど
少人数学級編成の充実 一部科目において学年の少人

数指導（授業）を実施
情報教育の充実 小・中学校にて実施
職場体験学習の充実 中学校にて実施（２年生、２

日間）
外部人材の活用 小・中学校にてゲストティー

チャーを活用（総合的な学習等）
教員研修の充実 小・中学校にて実施
学校の評価制度の充実 学校評価委員会設置（結崎小）

基本目標　家庭・地域における教育力の向上
施　策 取組状況

家庭教育学級 「親子ふれあいのつどい」を
実施

教育講演会などの充実 連合ＰＴＡと協議を行い、実施
地区別懇談会の充実 実施
子育てサポーターの養成 いぶき子どもセンター主催で

実施
スポーツ活動の充実 各教室及びスポーツ少年団活

動を実施
有害環境対策の充実 磯城郡青少年指導員及び少年

補導員合同で巡視を実施
有害玩具への対策 磯城郡青少年指導員と合同で

啓発・指導を実施

基本目標　豊かな人間性の育成
施　策 取組状況

世代間交流の充実 小・中学校にて実施（介護体
験講座など）

次代の親の育成 中学校にて実施（３年生、保
育体験学習）

性教育の充実 小・中学校にて実施
総合的な学習の時間の充実 小・中学校にて実施（能の体

験学習など）

基本目標　要支援児童への対応の充実
施　策 取組状況

思春期保健対策の充実 かわにしいきいき相談室を
設置

不登校対策の充実 小・中学校にて実施（保健室
の開放・別室登校など）

特別支援教育の充実 小・中学校にて実施（委員会
の設置など）

ＬＤ教室の実施 自主活動組織への文化会館利
用支援を実施

児童虐待防止対策の充実 小・中学校にて実施（児童観
察、関係機関との連携など）

施　策 取組状況
放課後児童健全育成事業 継続して実施
子どもセンターの充実 いぶき・すばる両子どもセン

ターにて実施
「児童文化の集い」の活動の 未実施
充実
幼稚園の園庭開放 川西幼稚園にて夏期休暇中

（７～８日間）に実施
学校施設の開放 小・中学校にて実施
地域における体験学習の充実 未実施
スポーツ少年団の充実 スポーツ少年団（野球・サッ

カー・多種目競技）活動実施

施　策 取組状況
子育てに関する情報提供の 広報及び窓口でのパンフレッ
充実 ト設置など
住民の意識啓発 住民主導型の家庭教育学級開

催に向け、指導助言
子育てサークルやボランティ 子育てサポーターの活動を支
ア活動の支援 援
「児童文化の集い」における 未実施
指導者の確保
リーダーバンクの設置 新規登録及び利用実績なし
人材バンクの設置 未実施
住民参加システムの確立 未実施

施　策 取組状況
主任児童委員・民生児童委員 必要に応じて連携
との連携強化

子育てネットワークの一本化 未実施
虐待防止ネットワーク構築に 広報及びパンフレット・
向けた支援 ポスターを設置
悩み相談窓口の連携強化 各機関と連携しながら相談等

実施、中学に心の相談員配置
（週2回）

子育て支援コーディネーター 県実施の研修講座に子育てサ
の育成 ポーターを派遣
ホームページ上での意見交換 「なんでも質問箱」は「町政に
の場づくりの検討 関するご意見・お問い合わせ」

にリニューアル
庁内の連携強化 必要に応じ関係各課と連携
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５．舞台を支える施策の充実

基本目標　子育てに対する経済的支援
施　策 取組状況

児童手当の支給 制度通りに実施
平成17年８月より乳幼児医療乳児医療費助成
に制度改正。

幼児医療費助成 制度通りに実施

施　策 取組状況
児童扶養手当の支給 制度通りに実施
母子家庭医療費助成 制度通りに実施

施　策 取組状況
障害児福祉手当の支給 制度通りに実施
特別児童扶養手当の支給 制度通りに実施
在宅重度重複障害者介助手当 制度廃止
の支給
心身障害者医療費助成 制度通りに実施

基本目標　子育てと仕事の両立に向けた支援
施　策 取組状況

家庭教育学級などでの父親の 親子ふれあいのつどい開催時
参加促進 に父親への参加呼びかけを実施
育児休暇などに関する情報の 未実施
提供
育児休暇等の取得促進に向け 進捗なし
た取り組みの推進

４．舞台を演出する環境の整備

基本目標　安全な交通環境の整備
施　策 取組状況

通学路の整備の推進 整備済み及び状況により実施
歩道のバリアフリー化などの 実施中
推進
役場周辺のバリアフリー化推 一部実施
進
違法駐車の取り締まり強化 交通安全協会、自治体等の協力

も得ながら、啓発に努める
バリアフリーマップ作成の検 未実施
討
チャイルドシート使用などの 警察、関係団体の協力を得な
啓発 がら継続して実施
交通安全の意識啓発 警察、関係団体の協力を得な

がら継続して実施
各種交通安全教室の充実 高齢者・幼保児・小中学生を

中心に啓発を実施

基本目標　子どもと親の健康の確保

３．健康管理の充実

施　策 取組状況
母子健康手帳の交付 保健センターにて実施
母親教室・ママパパ教室 保健センターにて実施
乳幼児健康診査 保健センターにて実施
新生児訪問 保健センターにて実施
Ｂａｂｙクラブ 保健センターにて実施

基本目標　健康な体づくりの推進
施　策 取組状況

親子リズムサークル 毎週１回実施（90組登録）
地域スポーツの充実 各教室を実施（剣道・なぎな

た・空手）
スポーツ少年団活動の充実 野球・サッカー・多種目競技

を実施

基本目標　母子家庭などの自立支援

基本目標　食育の推進
施　策 取組状況

離乳食教室 保健センターにて実施
親子クッキング 保健センターにて実施
すくすくサロン 保健センターにて実施
食育の推進 小・中学校で実施
乳幼児期と学童期の連携 小学校にて保健師等による

指導を実施
家族への啓発の充実 栄養士・保健師等による地域

への巡回を実施

基本目標　良質な生活環境の確保
施　策 取組状況

多子世帯などへの優先入居に 未実施
ついて
シックハウス対策の充実 対策済み
個性ある公園づくりの推進 検討中
地域美化、緑化プロジェクト 分別収集によるリサイクルを

継続実施
農地活用プロジェクト ふれあい農園を継続中

基本目標　事故防止・医療体制などの充実
施　策 取組状況

病気の予防 保健センターにて健診・教室
開催時に集団指導を実施

保育所などにおける安全管理 結崎学童保育所に警報サイレ
の充実 ン設置
予防接種の実施 保健センターにて実施
休日応急診療 磯城休日救急診療所にて実施
小児救急医療体制の確立につ 未実施
いて

基本目標　障がい児のいる家庭への支援

問い合わせ
役場住民福祉課　TEL0745-44-2211（内線183）

基本目標　安心なまちづくりの推進
施　策 取組状況

防犯灯の整備 自治会よりの要望について、
調整を行い取り組む

防災行政無線の設置啓発及び 子機の設置について説明、情
活用の推進 報提供に努める

「子ども１１０番」ボランティ 登録数76件（H18年6月現在）
ア活動などの充実
地域パトロール隊などの育成 川西町安心安全情報ネットを

運用
巡回啓発の実施 川西町連合ＰＴＡ保護者によ

る巡回指導・啓発を実施
防犯ブザーの配布 社会福祉協議会より配布
危険箇所マップの作成 H18年6月に全戸配布
防災計画の見直し 見直し検討中

川西町次世代育成支援行動計画に基づく措置の状況を検討
し、町の次世代育成支援対策の一層の推進を図るため、平成
18年３月に川西町次世代育成支援行動計画推進委員会を設置
し、毎年取組状況についての検討を行なっています。
今年も３月に委員会を開催しましたが、委員の皆様からは、

「住民のニーズを把握し、事業の実施方法等を再検討すべき
ではないか」「公園内における危険遊具の撤去は必要である
が、設置についても検討してほしい」「本計画の内容や取組
状況について、住民に広く、分かりやすく周知できるよう工
夫した方が良い」等、様々な意見が出されました。
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福
祉
医
療
制
度

老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
へ

平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
老
人
保
健
法
」
に
よ
る
老
人
保
健
制
度
に
替
わ
り
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
『
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
』
に
よ
り
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

役
場
保
険
年
金
課

1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１

内
線
１
７
３

平
成
19
年
８
月
よ
り

福
祉
医
療
（
乳
幼
児
）
制
度
の
通
院

の
対
象
年
齢
を
拡
大

子
育
て
に
よ
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
安

心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
院
同

様
、
通
院
に
つ
い
て
も
義
務
教
育
就
学

前
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

◎
所
得
制
限：

児
童
手
当
法
施
行
令
の

支
給
限
度
額

そ
の
他
の
福
祉
医
療
制
度

【
老
人
医
療
】

◆
対
象：

昭
和
15
年
７
月
31
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
70
歳
未
満
の
者

（
平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
の
経

過
措
置
機
関
を
も
っ
て
廃
止
）

◎
所
得
制
限：

対
象
者
町
民
税
所
得
割
非

課
税

扶
養
義
務
者
、
配
偶
者
所

得
割
非
課
税

【
母
子
医
療
】

◆
対
象：

母
子
家
庭
の
母
及
び
子
（
18
歳

の
年
度
末
ま
で
）

◎
所
得
制
限：

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制

限

【
心
身
障
害
者
医
療
】

◆
対
象：

１
〜
64
歳
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
総
合
１
・
２
級
ま
た
は
、
療

育
手
帳
Ａ
を
持
つ
方

◎
所
得
制
限：
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
の

制
限
額

【
重
度
心
身
障
害
者
老
人
等
医
療
】

◆
対
象：

65
歳
以
上
で
、
心
身
障
害
者
医

療
該
当
者

75
歳
以
上
で
母
子
医
療
該
当
者

◎
所
得
制
限：

心
身
障
害
者
医
療
ま
た
は

母
子
医
療
に
準
ず
る

※
所
得
の
有
無
や
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、

前
年
度
所
得
に
つ
い
て
は
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
７
月
20
日
頃
ま
で
に
申
告
を

す
ま
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
８
月
１
日
以
降
の

助
成
対
象
に
該
当
し
な
く
な
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
申
告
も
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

老人保健制度からの変更点

平成19年７月31日までの乳幼児医療
◆対象：３歳未満　　‥‥入院・通院

３歳～就学前‥‥入院

平成19年８月１日からの乳幼児医療

◆対象：出生～就学前‥‥入院・通院

h

○奈良県後期高齢者医療広域連合について
後期高齢者医療制度は、都道府県単位で全市町村により構成される広域連合が運営します。
奈良県後期高齢者広域連合のホームページ　http：//www.nara－kouiki.jp/
上記内容のほか、運営主体である広域連合で定める事項につきましては、奈良県内の市町村
長や市町村議会の中から選出されます議員20名からなる奈良県後期高齢者医療広域連合議会
において決定していくことになります。
○保険料について
奈良県後期高齢者医療広域連合議会において、平成19年11月頃に奈良県の保険料が決定され
る予定です。

老人保健法による医療制度 後期高齢者医療制度
（平成20年３月31日まで） （平成20年４月１日から）

市町村 県内の全市町村で構成する「奈良県後期
運営主体及び

高齢者医療広域連合」ただし、窓口業務
手　　続　　き

や諸手続きは市町村窓口で行います。
75歳以上の方と65歳以上75歳未満 左と同じ

対　　象　　者
の方で一定程度の障害のある方。
国民健康保険または健康保険等 対象者全員が奈良県後期高齢者医療保険

医療制度の適用
の医療保険に加入していること に加入します。※現在の国保、社保から

を受けるには
が条件。 脱退することになります。

医療機関を受診 医療保険証と老人医療受給者証 後期高齢者医療保険者証を提示する。
す　る　際　は を提示する。
医療機関での １割負担（現役並み所得がある 左と同じ
負　担　割　合 方は３割負担）

医療保険によって異なり、加入 原則として都道府県単位で統一され、年
保　　険　　料 している医療保険者に支払う。 金からの天引きとなります。（ただし、

普通徴収になる場合もあります。）
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国
　
民
　
年
　
金

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

特
別
障
害
給
付
金
の

請
求
は
お
早
め
に
！

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
等
の
受
給
権

を
有
し
て
い
な
い
障
害
者
の
方
に
対
し
て
、

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ

た
特
別
な
事
情
を
踏
ま
え
、
福
祉
的
措
置
と

し
て
「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」
が
創
設
さ

れ
、
特
別
障
害
給
付
金
請
求
書
の
受
付
が
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
市
町
村
役
場
で
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
給
付
金
は
、
請
求
を
受
付
し
た
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
く
請
求
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
必
要
な
書
類
が
整
わ
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
請
求
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
早
急
に
受
付
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。（
不
足
し
て
い
る
書
類
は
後
日
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

【
対
象
者
】

国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
対
象
と
さ
れ
て

い
た
方
で
、

①
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
被
用
者
年
金
制

度
に
加
入
（
ま
た
は
受
給
等
）
さ
れ
て

い
た
方
の
配
偶
者

②
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生
で
あ
っ
て

当
時
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
内
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
の
初
診
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
の
１
級
、
２
級
相
当
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
、

障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
支
給
額
】

障
害
基
礎
年
金
の
１
級
に
該
当
す
る
方

月
額
　
５
０，
０
０
０
円
（
平
成
19
年
度
）

障
害
基
礎
年
金
の
２
級
に
該
当
す
る
方

月
額
　
４
０，
０
０
０
円
（
平
成
19
年
度
）

※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

【
ご
注
意
】

○
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
以
上
で
あ
る
と
き

は
、
支
給
額
が
半
額
又
は
全
額
停
止
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
労
災
補
償
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
受
給

額
分
を
差
し
引
い
た
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。（
そ
の
受
給
額
が
特
別
障
害
給
付
金

の
額
を
上
回
る
場
合
は
、
特
別
障
害
給
付

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）

○
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

が
、
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た

場
合
は
、
経
過
的
福
祉
手
当
の
受
給
資
格

は
喪
失
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

奈
良
社
会
保
険
事
務
局
桜
井
事
務
所

1
０
７
４
４
―
42
―
０
０
３
３

役
場
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

1
０
７
４
５
―
44
―
２
２
１
１

（
内
線
１
７
１
）
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な
ご
み
排
出
が
増
え
て
い
ま
す
！

悪
質

収
集
日
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
が
収
集
で
き
な
い
ご
み
は
、絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い

ご
み
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
し
っ
か
り
く
く
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
紙
袋
に
ご
み
を
入
れ
て
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
破
れ
て
ご
み
が
散
乱

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
雨
の
日
や
水
分
の
多
い
生
ご
み
の
入
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
紙

袋
は
、
底
抜
け
な
ど
を
お
こ
し
ご
み
収
集
場
所
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

★
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
処
理
費
用
は
、
重
量
に
よ
っ
て

算
定
さ
れ
ま
す
。
各
家
庭
で
１
日
に
牛
乳
ビ
ン
１
本
分
の
水
切
り
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

町
全
体
で
１
年
間
に
約
２
２
０
ト
ン
の
減
量
に
な
り
ま
す
。
こ
の
量
は
、
町
の
１
ヶ
月

の
ご
み
の
量
に
相
当
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

先
月
配
布
し
ま
し
た
「
家
庭
ご
み
分
別
の
手
引
き
」
の
表
紙
Ｃ
地
区
の
収
集
地
区
欄
に

出
屋
敷
地
区
の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
と
と
も
に
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
出
屋
敷
地
区
へ
配
布
し
た
も
の
は
修
正
済
み
で
す
。

ご
み
の
細
分
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
19
年
８
月
か
ら
新
し
い
細
分
化
が
始
ま
り
ま
す
。
６
月
広
報
と
一
緒
に
各
家
庭
に

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
家
庭
ご
み
分
別
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
き
な
変
更
点
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
出
し
方
が
変
わ
る

こ
と
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
飲
料
用
の
み
）
の
出
し
方
は
左
記
イ
ラ
ス
ト
の
と
お
り
で
す
。

※
ご
み
袋
は
町
が
配
布
し
て
い
る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
専
用
袋
」
に

そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

上記以外にも町が収集できない物があります。

町が収集できない品目 処 理 方 法

プロパンガスボンベ、タイヤ、 販売店などへ返却
廃油（ガソリン、灯油など）、塗 してください。
料、薬品（農薬など）、消火器

工場などの事業活動に伴う産業 産業廃棄物の処理
廃棄物、家屋の新築・増改築・ 業者へ依頼してく
模様替え等に伴う建設廃材、石、 ださい。
土、コンクリート、ブロック、瓦

農機具（温室用ビニールなど）、 処理業者か販売店
自動車部品、バイク、ポンプ、 などへ依頼してく
塩ビ管、設備機械類、鋼鉄（金敷 ださい。
など）

家電４品目（テレビ、冷蔵庫、 住民福祉課へお問
洗濯機、クーラー）、パーソナル い合わせください。
コンピューター

◇出し方

●注意●
川西町では、ペットボトルの品質をより
高めるため「飲料用」のみを、ペットボ
トルとして回収します。
飲料用以外のペットボトルは「燃やせる
ごみ」で出してください。

出せない物×
●しょうゆ・酒類・調味料・食用油・ドレッシング・洗剤などのペットボ
トルで　　の識別マークがついているが飲料用でないもの→「燃やせる
ごみ」で出す。

●キャップ・ラベルは必ず取り除いてください。
取り除いたキャップ・ラベルは「プラスチック
製容器包装」の資源ごみで出してください。
（キャップが付いていると圧縮できないため）

※ペットボトルは識別マーク　　のうち飲料用（果汁飲料・炭酸飲料・麦茶・ウーロン茶など。）

1 キャップ・ラベルを
取り除く

キャップ・ラベルは
「プラスチック製容器
包装」で出す

2 中身を空にして
水洗いをする 3 軽くつぶす 4 専用袋に

入れて出す

PET
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健やかな青少年を育む
三宅の集い

日　時 ７月25日d 午後１時30分～

場　所 三宅町文化ホール

踊　り 「愛をみんなで」

講演会 「心に響く語りの世界」

朗読劇団　泉座

奈良少年刑務所作業製品販売

保護司による電話相談
ひまわりテレホン

1０７４２－２０－６０００
月曜日～土曜日（祝日を除く）

午後１時～４時

差別をなくす町民集会

日　時 ７月27日f 午後１時30分～

場　所 川西文化会館　コスモスホール

講　演 「やさしい心と心の健康」

講　師 音楽療法士　a本　恭子氏

弁護士による人権相談

日　時 ７月10日c 午後１時～４時

場　所 川西町福祉施設　ぬくもりの郷

※申し込みされた方（６月号掲載）が対象です。

川西町人権擁護委員による人権相談

日時・場所 ７月12日e

川西町東人権文化センター

午前９時～12時

川西町西人権文化センター

午後１時～　４時

問い合わせ 役場住民福祉課　10745－44－2211（内線181）

７
月
は

「
差
別
を

な
く
す

強
調
月
間
」

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
制
定
が
、

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）
７
月
に
施
行

さ
れ
た
こ
と
を
機
会
に
設
け
ら
れ
た
「
差

別
を
な
く
す
強
調
月
間
」
期
間
中
に
県
内

で
は
人
権
に
関
わ
る
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
す
。
川
西
町
に
お
い
て
は
、
住

民
の
み
な
さ
ん
が
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を

正
し
く
理
解
・
認
識
し
、
差
別
を
な
く
す

意
欲
と
行
動
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
積
極
的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

防
ご
う
犯
罪
と
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

“社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
は
、
す
べ

て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

７
月
を
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

の
強
調
月
間
と
し
、
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
を

重
点
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

第
57
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

明
る
い
社
会
へ
の
第
一
歩
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10745-43-190010745-43-1900

お と な 保健センターで実施します

項　　　目 対　　　象 日　　　時 実　施　内　容

生 活 習 慣 病
予　防　相　談
※時間予約制
（１人約30分）

高血圧、糖尿病、
高脂血症（コレス
テロール・中性脂
肪が高い）、肥満な
ど生活習慣病を指
摘された方

体脂肪測定、生活習慣チェックをしま
す。保健師・栄養士が日常生活に関す
ること、食生活に関することなど個別
の相談に応じます。
＊健診や血液検査の結果などを持参し
てください。

７月25日（水）

実施時間
午前９時30分～

11時30分

「愛の血液助け合い運動」

日本赤十字社では平成19年７月１日から８月31日までの２ヵ月間、「夏の献血キャンペーン」を
実施します。皆さん献血にご協力をお願いします。
日　時：平成19年７月20日（金） 午前９時～11時30分
場　所：川西町役場

QQQQQ QQQQQ

基本健康診査を受けましょう
１．対　　象：40歳以上の町民
２．実施期間：平成19年10月31日まで
３．医療機関：町内登録医療機関（川西診療所、牧浦医院、池田医院、高井医院）
４．健診内容：問診、血圧測定、身体測定、尿検査、血液検査、心電図、内科診察
５．健診料金：３，０００円（70歳以上は無料）
６．申し込み：実施期間内に保健センターまで健診票を取りに来てください。

肝炎ウイルス検査を受けましょう
１．対　　象：40歳の節目の方、これまで一度も肝炎ウイルス検査を受けたことがない方
２．受診方法：基本健診受診時に同時に受けることができます。
３．検査内容：B型及びC型肝炎検査（血液検査）
４．検査料金：１，０００円（70歳以上は無料）
５．申し込み：基本健診申込み時に同時に申し込んでください。
［受診の方法］
① 受診を希望される方は、保健センターまで健診票を
取りに来てください。

② 健診票を持って、登録医療機関で受診してください。
③ 結果は後日、登録医療機関で確認してください。
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こ ど も 保健センターで実施します

項　　　目 対　　　象 日　　　時 実　施　内　容

す　く　す　く
サ　　ロ　　ン
★予約必要★

２日前までに申し

込んでください。

１歳、２歳頃の児と
保護者

７月26日（木）

受付時間
午前９時45分～

10時

同じ年齢の子供をもつお母さん同士で
子どもの食事（おやつ）のことや子育
てのことについて情報交換してみませ
んか？おやつの試食もあります。保健
師と栄養士がサポートします。
＊おやつ材料費として当日100円徴収し
ます。

二　種　混　合
予　防　接　種

小学６年生

７月24日（火）
受付時間
午後１時45分～

２時

乳幼児期に受けた三種混合（１期）の
追加接種として、二種混合ワクチン
（２期）の接種を行います。
＊持ち物：予診票、体温計

乳 幼 児 相 談
生後すぐ～就学前の
児
育児のことで相談し
たい方

８月３日（金）
受付時間
午前９時～10時

身体測定、発達・生活・栄養相談

４・５ヵ月児
健　康　診　査

生後４・５ヵ月児
（平成19年２月11日～
４月10日生まれ）
※対象者には個別通
知します。

８月３日（金）

受付時間
午後１時～

１時20分

問診、身体計測、内科診察、生活・栄
養相談
絵本の読み聞かせについて

親子で料理を作って、食べる楽しみが
味わえるクッキング教室です。
自分で作ったものはなぜかおいしい！
作って食べる楽しみを通して、お子さ
んの食生活を振り返ってみましょう。
＊初めて参加される方を優先させてい
ただきます。
＊参加費：
親子１組　500円
同伴１人　200円（１歳以上）
＊持ってくるもの：エプロン、三角巾、
布巾、お茶、上靴

Ｂ　　Ｃ　　Ｇ
予　防　接　種

生後３ヵ月～６ヵ月
児未満の児
（平成19年１月10日～
４月９日生まれ）

７月９日（月）

受付時間
午後１時45分～

２時

BCGは結核を予防するワクチンです。
接種当日に満６ヵ月を超える児は任意
接種となりますので早めに受けましょ
う。
＊持ち物：予診票、体温計

＊母子手帳を持参してください

小学１・２年生
親子クッキング

★予約必要★

２日前までに申し

込んでください。

小学１・２年生とそ
の保護者

※親子で15組

７月27日（金）

受付時間
午前９時45分～

10時
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資格 現在川西町に住所を有し、かつ公布日に居住し

ている方で昭和32年中に婚姻届を提出されたご

夫婦

申込みに必要なもの ①申込書　②戸籍等　③印鑑

申込締切日 ７月31日c ※期限厳守

贈呈予定日 ９月中旬頃

申込み・問い合わせ 役場健康長寿課　介護高齢室

1０７４５－４４－２２１１（内線164･165）

結婚50年記念品贈呈

本年中に結婚50年を迎えられる
ご夫婦に記念品を贈呈します。

すばる・いぶき
子どもセンターからのお知らせ

文 化 体 験 学 習
2008年は北京オリンピック
中国のことを知ってみよう

日　　時 ８月９日e

午前９時30分～11時

場　　所 川西文化会館創作室

対象児童 小学１年～６年生

定　　員 30名

参 加 費 １００円

創 作 教 室
ラミネーターを使ってオリジナル作品を作ろう！

コースター・しおり･壁掛け‥‥
日　　時 ８月17日f

午前９時30分～11時30分

受付　午前９時15分～　

場　　所 川西文化会館サークル室Ａ・Ｂ・Ｃ

対象児童 小学１年～６年生

定　　員 60名

参 加 費 ２００円

※保護者のみなさんもアシスタントとしてご参加ください。

申込み方法 申込みは、二階堂小はすばるへ、結崎

小・唐院小はいぶきへお願いします。

７月23日b～30日b

午前９時～午後５時（土・日を除く）

①いぶき･すばる子どもセンターへ申し込み用紙を持参

②いぶき子どもセンターへ電話申し込み

1０７４５－４３－０５５０

③すばる子どもセンターへ電話申し込み

1０７４３－６４－１９８９

注：応募者が定員を超えた場合抽選となります。

抽選にはずれた方のみ、８月３日fまでに電話連

絡します。

問い合わせ いぶき・すばる子どもセンター

月　日 自　治　会 場　　　所 時　　　間

東　　　　城 下永公民館

西　　　　城 西城公民館

東　　　　方 東人権文化センター

上　吐　田 金　福　寺

南　吐　田 南吐田公民館

北　吐　田 北吐田公民館

唐　　　　院 唐院公民館

中村・美ノ城 中村公民館

保　　　　田 保田公民館

出屋敷・美幸 出屋敷公民館

結崎公民館

梅　　　　戸 梅戸集会所

☆納期限内に納付がない場合は延滞金がかかりますの

で、ご注意ください。

☆８月納期分以降の出張徴収は行ないませんので、納

税は取扱金融機関や役場出納室の窓口で納めるか口

座振替で納めてください。

問い合わせ

役場税務課　10745－44－2211（内線131～133）

保険年金課　10745－44－2211（内線171～173）

国民健康保険税第１期分平成19年度
固定資産税第２期分　の徴収月です。

役場職員が出張しますのでよろしくお願いします。

７月23日

（月）

午前９時30分
～11時30分

午前９時30分
～11時30分

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

午前９時30分
～11時30分

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

午後１時30分
～３時30分

午前９時30分
～11時30分

結 崎 団 地
結崎南団地
ハッピータウン

午後１時30分
～３時30分

７月24日

（火）

７月25日
（水）

７月26日
（木）

７月27日

（金）

徴収日のお知らせ
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DENGONBAN

7月

大切な家族や、身近な人が突然
生命の危険にさらされたとき、あ
なたはなにができますか。救急車
が到着するまでの数分間に適切な
応急手当を施すことが救命につな
がります。磯城消防署では毎月応
急手当講習会を行っています。
万一のときのためにぜひご参加く
ださい。
日時 ７月28日g 午前９時～12時
場所 磯城消防署
内容 普通救命講習(心肺そ生法
など応急手当)
受講料 無料
申し込み・問い合わせ
磯城消防署救急係
1０７４４－３３－２４６１

募集種目・資格

受付 ８月上旬から
試験 ９月中旬から
募集種目ごと異なっています。

細部日時についてはお問い合わせ
ください。
各募集種目ごとに詳しい説明を
実施しております。お気軽にご連
絡ください。
問い合わせ
自衛隊　橿原地域事務所
1０７４４－２７－９６００
ホームページ等でも資料閲覧、請
求ができます。
自衛隊奈良地方協力本部（PC用）
http://www.mod.go.jp/pco/nara/
（i－mode用）
http://www.mod.go.jp/nara/i-top.htm

放送大学では平成19年度第２学

期（10月入学）の学生を募集中で

す。放送大学はテレビ等の放送を

利用して授業を行う通信制大学で

す。

心理学・福祉・経済・歴史・文

学・自然科学など、幅広い分野を

学べます。

働きながらの大学卒業やキャリ

アアップ、退職後の生きがい作り

など、様々な目的で幅広い世代、

職業の方が学んでいます。

○15歳以上の方なら、１科目から

学習する選科履修生・科目履修

生として入学できます。

○18歳以上の大学入学資格をお持

ちの方なら、無試験で全科履修

生として入学でき、４年以上在

学して、124単位を取得し卒業

すると、学士（教養）を取得で

きます。

○１つの分野を体系的に学びたい

方には「放送大学エキスパート」

を実施しています。

さらに専門的に学びたい方に

は、大学院も併設しています。

資料を無料で差し上げていま

す。お気軽にお問い合わせくださ

い。

募集期間 ８月15日まで

資料請求・問い合わせ

放送大学奈良学習センター

1０７４２－２０－７８７０

http://www.u-air.ac.jp

日時 ７月21日g 午後６時～

場所 川西町いぶき子どもセンター

主催 梅戸青年会

放送大学10月入学生募集応急手当講習会

自 衛 官 募 集

（川西町人権問題啓発活動推進本部）

募集種目 資　格

防衛大学校学生 高卒（見込含

防衛医科大学校 む）

学生 21歳未満の者

航空学生

看護学生

一般曹候補生 18歳以上27歳

２等陸・海・空士 未満の者

梅戸盆踊り大会
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町民憲章
●緑豊かなまち。美しい自然と環境を守り、住みよいまちを創りましょう。
●未来に伸びるまち。産業の振興につとめ、活力あるまちを創りましょう。
●平和に暮らせるまち。人権を尊重し、笑顔あふれる優しいまちを創りまし
ょう。
●歴史が息づくまち。貴重な文化遺産を守り、文化の香り高いまちを創りま
しょう。
●健康あふれるまち。心身をきたえ、スポーツに親しみ、明るいまちを創り
ましょう。

人　口／9 , 2 5 9人

男　4 , 4 7 2人

女　4 , 7 8 7人

世帯数／3 , 3 9 0世帯

（平成19年６月１日現在）

毎日きれいにみがこうね！

歯みがき教室　　　　　　　　　　　６月８日　

川西幼稚園で歯みがき教室がおこなわれまし

た。

園児たちは、人形劇で歯みがきの大切さを楽

しく教わったあと、赤い液体を歯に塗ってもら

い、真っ赤になった歯を見せ合いしていました。

それから歯ブラシを手に持ち、正しい歯みがき

のしかたを教えてもらい、さっきまで真っ赤だ

った歯は真っ白なきれいな歯になりました。

熱　　　戦　！

町長杯ゲートボール大会　　　　　　５月25日　

毎年恒例のゲートボール大会が本年も唐院ゲ

ートボール場で開催されました。

参加した選手の皆さんは、日ごろの練習の成

果を発揮し、熱戦を繰りひろげられました。
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悩みを抱えている青少年、子育てに悩んでいる
保護者の方、一人で悩んでいませんか？
そんな悩みを下記のそれぞれ相談機関が助言や支
援を行います。
まずは、お気軽にお電話してください。
☆子育て全般に関わる相談
川西町子育て支援センター相談電話
ほっとスルー　10745－43－2774

☆学校生活・家庭生活における悩みに関する相談
《いじめの問題に関する相談》
こころのダイアル　70120－41－7556

《登校拒否（不登校）・いじめ等についての悩みや
家庭における悩みに関すること》
いのちの電話相談　10742－35－0500

FAX．0742－35－0533
☆地域での青少年非行防止・悩みに関する相談
《地域での非行防止活動、健全育成活動、家出
・シンナー遊び等に関する相談》
中南和少年サポートセンター　10744－27－4544
県内各警察署（生活安全課） 10744－27－4544

☆青少年の電話による相談
《青少年の家庭における悩みや登校拒否（不登校
・非行問題等についての悩みに関する相談》
あすなろダイアル　　　　　　10744－34－5560
中南和少年サポートセンター　10744－27－4544
少年サポートセンター　　　　10742－22－0110
☆環境浄化・健全育成に関する連絡
《青少年に好ましくない環境の通知・青少年団体
活動の紹介・青少年の海外派遣の関すること》
奈良県青少年課環境・企画係　10742－27－8608
☆精神・保健に関する相談
各保健所
奈良県精神保健福祉
センター（心の電話）
10744－45－5611

7月・8月は「青少年の非行問題に取り組む強調月間」です

「キョウ」とは奈良県盆地部に見られる農耕儀礼である野神祭の一種で、豊作を願い、
毎年６月頃に行われています。下永のキョウは６月第１日曜日に行われており、西城の
行事が先に行われ、終わり次第東城の行事を行います。いずれも15歳頃の男子が中心と
なって行われます。
西城は藁束を竹に巻き付けたジャを担ぎ、大和川右岸にある野神まで運び（もとは字

「野添」にあったが東に移転、また「野添」の隣には字「野神」がある）そこで祭典を行
います。東城はジャが乗るかご（ジャジャ馬）を作り、それを担いで野神（字「神ノ木」
にある）まで運び、そこで祭典を行います。終わると子どもたちが集まってきた村の人た
ちに向かってコモクサを放り投げ、前日に作っておいた農具のミニチュアを分けます。
西城のジャは雄、東城のジャは雌といわれており、両方

ともジャは野神に置いたままにします。
これらの行事は昭和58年12月16日付で文化庁により、

「記録保存の措置を講ずべき無形の民俗文化財」として選
択され、その後平成17年５月２日付で川西町指定文化財に
指定されました。西城のジャ

川西町の文化財紹介～下永のキョウ（下永東城・西城）

東城のジャジャ馬
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島
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は
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査
エ
リ
ア
を
古
墳
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側
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本
格
的
に
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る
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と
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（
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）、
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角
（
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）、
東
端
（
27
）、
お
よ
び
後
円
部
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東
端
（
28
）
に
計
４
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所
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査
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を
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ま
し
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の
付
属
設
備
と
い
え
る
も
の
が
出
土
し
ま
し
た
。

奈良県内の発掘調査速報展「大和を掘る25」に島の山古墳第11次調査の成果を出展します。

日　時：７月21日（土）～９月２日（日） 月曜休館
場　所：橿原考古学研究所附属博物館（橿原市畝傍町50－２）10744－24－1185

橿原考古学研究所附属博物館の特別展示に出展します

また、検出された裾は現在の古墳の輪郭
よりも５ｍ程外側にあり、人工的に古墳の
外周が削られていたことも分かりました。
このことから、今まで知られていた島の山
古墳の全長190ｍが、200ｍにまで広がるこ
とが分かりました。

第26調査区では前方部の角を検出しました。

第26調査区からはハニワ列も出土しました。

調査区配置図（25～28が今年度調査区）

第27調査区からはふき石が出土しました。

第28調査区からもふき石が出土しました。

第27調査区出土ハニワ
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体育館よりお知らせ

●７月の町民開放日（体育館アリーナ）は、７月14
日（土）です。（対象者は、川西町在住・在勤者）

●８月分の運動場抽選会は、７月30日（月）中央体

育館２階会議室で、午前９時より行います。

下記の日程で、式下・田原本・田原本北中学校合唱部・吹奏楽部の生徒が音楽会を開催します。

合唱・吹奏楽など日頃の成果を発表します。中学生の演奏を聴いていただくことも少ない

と思いますので、この機会にぜひ多数ご来場下さい。

日　時 平成19年７月26日（木）12：30～15：30
場　所 川西文化会館コスモスホール

日頃から町民の皆様に憩いの場として親しまれている面塚が、以下のとおり奈良テレビ放送の番組で紹
介されます。是非ご覧下さい。
番 組 名 「てんいち先生と人権ゆかりの地を訪ねて～橿原市・

桜井市・磯城郡・高市郡編～」
出　　演　吉田栄治郎 氏（奈良県同和問題関係史料センター

所長、元「川西町史」編集委員）
放送日時　平成19年７月16日（月）21：25～21：55

（野球中継延長の場合、開始時間繰り下げ）
平成19年７月22日（日）18：30～19：00（再放送）

放 送 局　奈良テレビ放送

面塚がテレビで紹介されます！

春
日
な
る
新
緑
の
森
に
守
ら
れ
て

吾
娘
は
立
ち
お
り
純
白
の
ド
レ
ス
に

北
村
　
美
子

三
年
ぶ
り
に
休
み
つ
つ
来
し
面
塚
の

桜
に
染
ま
り
ぬ
ひ
と
刻
座
し
い
て

津
田
智
世
子

歌
ど
ち
の
見
舞
受
け
し
日
は
病
院
の

う
す
き
布
団
も
あ
た
た
か
か
り
き

出
口
　
秀
子

川
西
短
歌
会

と　き 2007年７月27日（金）午後１時30分～午後３時
ところ 川西文化会館コスモスホール
内　容 講演「やさしい心と心の健康」

講師：高本　恭子 さん
第２回人権教育研修講座は町民集会になっています。

是非お誘い合ってご参加下さい。

2007年度

第２回 人権教育研修講座
開催のお知らせあ

入場無料
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町立図書館：川西文化会館内　電話 0745－44－2212 ＦＡＸ 0745－43－3245 休館日／毎水曜日・祝日

第一金曜日・年末年始・特別整理期間　　開館時間／9：30～17：00

川西町ホームページ“http://www.town.nara-kawanishi.lg.jp/"

～図書館カレンダー～

77月月

は休館日 はおはなし会

図図図図書書書書館館館館ののののホホホホーーーームムムムペペペペーーーージジジジををををごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい

図書館のホームページでは、利用案内や行事の
お知らせ、蔵書の検索ができます。アドレスは、
次のとおりです。どうぞご利用ください。

http://library.town.kawanishi.nara.jp

88月月

町立図書館
こんな本もどうぞ ～新しく入った本から～

犬養孝揮毫の万葉歌碑探訪 犬養　　孝 和 泉 書 院

魚
うお

を一尾、さばけたら!? 濱田　美里 河出書房新社
王朝貴族の悪だくみ 清少納言、危機一髪 繁田　信一 柏　書　房
お母さん社長が行く！ 橋本真由美 日経BP社
お棺は意外に狭かった 大田　仁史 講　談　社
関西「道の駅」オールガイド メイツ出版
患者漂流 中野　次郎 祥　伝　社
今日から暦暮らし 平野恵理子 山　海　堂
声で読む大鏡・今鏡・増鏡 金子　武雄 学　灯　社
ここがおかしい日本人の栄養の常識 柴田　　博 技術評論社
前巷説百物語 京極　夏彦 角 川 書 店
女性の品格 坂東真理子 PHP研究所
成年後見の法律相談 赤沼　康弘 学 陽 書 房
世界遺産高野山の歴史と秘宝 井筒　信隆 山川出版社
セミたちと温暖化 日高　敏隆 新　潮　社
タータンチェックの文化史 奥田　実紀 白　水　社
ダ・ヴィンチ天才の仕事 ドメニコ・ロレンツァ 二 見 書 房
小さな神さま 太田　治子 朝日新聞社
小さな幸せみつけた 石村由起子 主婦と生活社
地球のためにわたしができること 枝廣　淳子 大 和 書 房
中国という大難 富坂　　聰 新　潮　社
天然石・ジュエリー事典 中央宝石研究所 池 田 書 店
奈良時代MAP 平城京編 光村推古書院
人間自身 考えることに終わりなく 池田　晶子 新　潮　社
年金問題要点を教えて！ 細かいことはいいから 金子　幸嗣
能の見える風景 多田　富雄 藤 原 書 店

風信子
ヒアシンス

の家 神代教授の日常と謎 篠田真由美 東京創元社
フォトグラファーになるには 飯沢耕太郎ほか ぺりかん社
マッチで旅するヨーロッパ 松本貢美子 ピエ・ブックス
無農薬サラダガーデン 和田　直久 コ モ ン ズ
黙示の海 ティム・ボウラー 東京創元社
モグラ女の逆襲 知られざる団塊女の本音残間里江子 日本経済新聞社
幽霊を捕まえようとした科学者たちデボラ・ブラム 文 藝 春 秋
60歳からの楽しい短歌入門 江田　浩司 有楽出版社
吾輩のご主人 天才は猫につくられる 原口　緑郎 河出書房新社

ランダムハ
ウス講談社

7月のおはなし会
◎小さい人　４才～１年生まで　　14日G

◎大きい人　２年生～中学生まで　28日G

どちらも11時からおはなしのへやで

「としょかんライオン」
ある日、図書館にライオン

が入ってきて、きまりを守り、
静かにすると約束して、子ど
もと一緒に“おはなし”を楽
しみました。
ところが、大変なことが起

こり、ライオンは、大声を…。
ちょっと意外な楽しい話。

「野をわたる風にのる」
土に根をはり動けない植物

は、いろいろな方法で旅にで
る。ヘリコプターの羽のよう
にくるくるまわったり、アリ
に種を運んでもらったり…。
いろいろな植物のゆかいな

旅の方法がよくわかる。

「子どもに語るロシアの昔話」
きびしいロシアの自然を背景

に、魔女のバーバ・ヤガーや金
の不死鳥などがでてくる多彩な
昔話を13話収めている。
語ってもらえば１・２年生か

ら、自分で読むなら３・４年生
から。

アンネ・メッラー文・絵
岩波書店

エリナー･エスティス作
岩波書店

ケビン・ホークス　え
岩崎書店


